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令和８年 第３回定例会 杉山司の一般質問内容（区の答弁付き） 

 

１．中野駅周辺の継続的なデータ取得に基づいたまちづくりについて 

２．中野区と台北市中山区を舞台としたアニメ制作について 

３．転入した表現者を応援する「はじまりの街・中野」について 

４．その他 

 

令和８年、第３回定例会におきまして、立憲・国民・ネット・無所属議員団の立場

で一般質問を行います。 

 

１．中野駅周辺のデータ取得に基づいた街づくりについて 

 

一般的に街づくりは、あらたなにぎわいを創出する、不便なことを改善するなど、

そのエリアの課題を解決しつつ新しい街を構築していくことを目的としています。

行政は、区民や地域、有識者らの声を聞きながらある程度の仮設を立て、コンセプ

トや狙い、目的をもって設計し、施工していきます。 

 

その後、想定した効果は狙い通りのものだったのか、何が生まれたのか、何が予想

外だったのか、などを検証し、想定通りにいかなかった場合には、何かしらの手を

打って是正しなければなりません。そのためには何が必要なのか、ずばりデータで

す。場所、動き、時間、気温、水位などさまざまです。 

 

中野区は今、中野駅周辺の街づくりを複数エリアで並行して動かしています。例え

ば、今まで中野駅周辺は南北の行き来が中野駅ガード下の中野通りのみだったこと

に対し、12 月 6 日に中野駅西改札が開業して改札前の南北通路が使えるようにな

ることで、バリアフリー化などの課題解決などはもちろん、中野駅ガード下の中野

通りとその南北通路のスクエアエリアを軸とした街の回遊が実現できる、という仮

説の下で街づくりが進んでいます。 
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中野駅南口改札前周辺に目を向けますと、朝 8 時前後は中野通りのセブンイレブン

前から、駅前仮設交番から、そしてロータリー南側のファミリーロード側から、さ

らには千光前通りから南口改札に向かう通勤通学の方々がいっぺんになだれ込む危

険な時間帯となっています。 

 

西改札が開業した後の南口付近は、平日の朝、中野 3 丁目側から中野通りを横断し

てくる方はほとんどおらず、新南口・桃園口から南北通路を通って西改札に入って

いく人ばかりでしょう。朝の南口改札の混雑は西改札開業をもってして分散できて

解消できると予想できますが、それは西改札開業前のデータと開業後のデータを比

較して、初めてわかることです。 

 

夜の人流や経済活動などもそうです。中野区が仮説を立てて狙った中野駅周辺の

「回遊性」が実現された、またはイマイチだ、などを把握するには、さまざまなデ

ータを本来、街づくりが始まる前から取り、街が完成した時、その数年後などのデ

ータを、データサイエンティストなどの力を借りながら比較し、検証を進め、仮説

が正しかったのか、是正する必要があるのか、などを判断し、手を打ちます。日々

のスマホから収集される「ポイント型人流データ」や中野区のデジタル地域通貨

「ナカペイ」の利用データはいつでも取得できるはずです。 

 

今からでも必要なデータを分析し、新北口のペデストリアンデッキや新南口・桃園

口の桃園広場も含む西改札の開業、アトレの開業、新交番完成を含む南口ロータリ

ー周辺再整備の完成、桃丘小学校跡地の拠点施設や囲町西、西側跨線橋の整備、そ

の先には中野サンプラザ部分にもつながりますが、そのタイミングタイミングでそ

の街づくりが狙い通りになっているかを見極めることが重要です。手元でカチカチ

する街角通行量調査は実施していると聞きますが、それだけですとそのノード、い

わゆる接続点の人の通過人数しかわかりません。そこで伺います。中野区はこれま

で、スマホの位置データや人流データ、ナカペイ利用データなどのデジタルデータ
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やビッグデータを分析し、街づくりに生かしておりますでしょうか？ 

 

【区の回答】➡中野駅周辺まちづくりは歩行者の回遊性の向上を目的としており､

歩行者動線の変化を把握するために継続的に交通量調査を実施している｡今年度､西

改札の開業後に交通量調査を実施する予定であり､このデータと過年度調査データ

を比較することで､整備による変化を検証することを考えている｡今後も交通量調査

は継続的に行うこととしており､実地調査に加え､スマホのデータ等のビッグデータ

の有用性についても研究していきたい｡ 

 

また昨今の温暖化が進む中で、温度を計測するサーモグラフィや雨量計測、浸水や

冠水などのデータも定期的に取得できれば、街づくり検討時と施行後で比較し、適

切な是正ができます。これら新たな種類のデータも今から定期的に取得し、街づく

りの検証に役立てる必要があると思います。 

 

中野駅周辺や中野坂上駅周辺は、ビル風が強いときがあります。そもそも建物を建

てる際の環境アセスと風の強さは、周辺地域への風害やイベントなどの影響を予測

するのに深く結びついていて、ビル風のアセスメントも行われ、それをクリアした

上で個々の建物ができていると思いますが、ビル風がとんでもなく強いときがある

のは、クリア条件が低いのか、それともそもそも予測不可能なのか、個々はクリア

してるが別の建物と合わさると想定外のことが起こるのか、区の見解を伺います。

また、危険度が増すなどの事象に対して、風力データなども取得しつつ、行政が俯

瞰してデータを検証し、指導するなり是正するなりが必要と考えますが、いかがで

しょうか？ 

 

【区の回答】➡東京都環境影響評価条例に基づく環境アセスメント手続きでは､一

定規模以上の建築物について､事前の風環境の予測に基づき､環境の保全に関して必

要な措置を行い､竣功後の事後評価に基づき､さらに必要な措置を講じる制度となっ

ている｡制度に基づく風環境の影響評価は､さの予想であり､現実的には､一定の条件
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に基づく風の強それを上回る強風が吹く場合がある。建築後に強風が頻発するよう

な場合は､建物所有者に対し情報を共有するとともに､必要に応じ対策を促していき

たい｡ 

 

仮説で街づくりをした以上、データを取得し、検証し、是正していくことで、より

よい街づくりができると考えております。仮説と検証にデータ取得と分析は当たり

前の話だと思いますので、ぜひ前向きに検討ください。 

 

２．中野区と台北市中山区を舞台としたアニメ制作について 

 

先日、日台友好促進中野区議会議員連盟、日台議連の有志で台北市中山区を訪れま

した。昨年 11 月に、アニメをはじめとする文化芸術、食文化、教育、スポーツ、

健康、子どもの交流など、幅広い分野で連携を進めるという内容の協定を中山区と

締結しており、台北市で開催されていた漫画博覧会を観て台北市におけるアニメや

漫画、そして日本文化に触れてきました。日本の同様の展覧会と同じく、アニメや

ゲームなどのコンテンツブースがたくさん出展され、参加者はそれぞれの「推し」

のキャラクターやコンテンツブースに立ち寄ってグッズを買い、同じ趣味と見られ

る仲間同士で床に座りながらグッズを見せ合ったり写真を撮り合ったりしている、

まさに日本におけるニコ超やコミケでよく見る光景でした。 

 

黄（ホァン）中山区長らと酒井区長や森議長らとの意見交換会では、中野ブロード

ウェイをこのようなイベントに出展させよう、台湾コンテンツを中野に紹介しよう、

などと、交流案がいくつか出ておりましたが、そのレベルの交流では何も生まれな

いのでは？と感じました。 

 

すでに中野と台北には、アニメや漫画、ポップカルチャーを愛する人たちがいて、

中野には中野ブロードウェイをはじめとする独自のサブカル文化があります。台北

市中山区にも、歴史、街並み、食文化、若者文化など、非常に魅力的な地域資源が
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あります。であれば、中野区と台北市中山区を舞台としたアニメ制作を両区のクロ

スライセンスコンテンツとして実現すべきと考えます。単なるイベント交流などで

はなく、両地域そのものを一つの作品の舞台にしてしまうのです。 

 

物語の主人公は、日本と台湾、それぞれの街で暮らす若者二人が何らかのきっかけ

で出会い、東京・中野と台北市中山区を行き来しながら、友情や恋愛、家族、夢な

どを育んでいく。ポイントは、単なる架空の背景として中野と中山区を描くのでは

なく、茨城県大洗町の「ガールズ＆パンツァー（通称＝ガルパン）」や、新宿区周

辺や岐阜県飛騨地方、そして長野県の諏訪湖周辺など広域的な聖地化を実現した映

画「君の名は。」など、実際の街を徹底的に作品の中に登場させることです。さら

に「現在の街」だけではなく、「昔の街」を描いてほしいと思っています。例えば、

物語の中に戦前の台湾や中野などの回想シーンを取り入れ、主人公の祖父母や親世

代の思い出を通して昔の中野や昔の台北を描くことで、若い人にとっては新鮮な世

界となり、高齢者にとっては「懐かしい」と感じる作品になり、世代を超えて楽し

める国際共同コンテンツにするのです。こうした共同コンテンツ制作の可能性につ

いて、台北市中山区や中野区のアニメ制作会社など民間事業者を交え、まずは区主

導で実現の可能性を協議してみてはいかがでしょうか。 

 

【区の回答】➡ご提案の企画は､両地域の魅力を国内外に発言するシティプロモー

ションとして､興味深く受け止めている｡今後､中山区との交流を進める中で､区内の

アニメ関連事業者などの意見を聞きながら､その可能性を探っていく｡ 

 

例えば、東京中野文学賞などと連携し、「中野と台北を舞台とした物語」「中野と中

山区の記憶」などをテーマとして、シナリオや小説、原作を募集する。そして、そ

の作品の中から優秀な作品を選び、中野区側と台北市側の制作会社、クリエイター

などが共同でアニメ化する。こうすれば、作家、クリエイター、企業、行政が一緒

になって作る作品になりますし、区民らを巻き込んだクラファンなどで製作費を募

ってもよいと思います。あくまで最初は区が企画・立案をするという事が重要です。 
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この取り組みで私が最も期待しているのは、完成した作品を「観光資源」にするこ

とです。アニメ作品の舞台となった場所を訪れる「聖地巡礼」は、国内だけではな

く海外からの観光客を呼び込む大きなコンテンツになっています。航空、ホテル、

飲食、交通、小売、イベント、グッズ販売など、さまざまな経済波及効果が期待で

きます。区として、台北市中山区との共同コンテンツ制作を、将来的なインバウン

ド誘客や観光振興、地域経済の活性化につなげていけるはずです。中野区観光協会

などと連携し、中野ツーリズムや台湾ツーリズムの環境をあらかじめ道筋程度は整

えておくべきではないでしょうか、伺います。 

 

【区の回答】➡アニメ作品が制作された場合､その舞台を観光資源として活用する

ことは､ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ誘客や地域経済の活性化に加え､両地域の魅力発言や持続的な交流

の促進にもつながると考えている｡今後､両区の交流の進展を踏まえ､必要に応じて

中野区観光協会や区内事業者､中山区の関係者などと連携し､中野ツーリズムや台湾

ツーリズムを含め､観光振興につながる取組を検討していく｡ 

 

さらに、私はここに「体験」を加えたいと思っています。アニメの舞台を訪れるだ

けではなく、「自分もアニメを作ってみる」という体験です。例えば中野を訪れた

台湾の観光客に、先日中野区が MAPPA さんや声優さんとコラボして実施したアニ

メーター体験のような、セル画制作体験、背景ドロー画体験、アフレコ体験など、

アニメ制作企業やクリエイターと連携したワークショップ、さらに台湾を訪れた日

本人観光客にも同様の体験を用意することで、単なる観光ではなく「文化体験」に

できます。子どもたちにとっては教育的な体験にもなりますし、アニメ産業を目指

す若者にとっては職業体験にもなります。まずは、アニメをテーマにしたイベント

や体験企画を高校生年代が自ら考え、アニメ関係企業のプロと一緒に形にしていく

中野区「つながるアニメラボ」で、「台湾」をひとつのテーマとして内容検討の項

目に挙げていただきたく思っておりますが、区の見解を伺います。 
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【区の回答】➡｢つながるｱﾆﾒﾗﾎﾞ｣は､中高校生年代がアニメに関する企画を考え､区

内のアニメ関係企業とともに形にしていく取組である｡台湾をテーマの一つとする

ことは､アニメを通じて台湾の文化や魅力に触れ､中山区との交流を深める契機にな

ると考えている｡今後､中山区との交流の進展を踏まえ､参加者やアニメ関係企業の

意見を聞きながら､企画の可能性を検討していく 

 

ここまで進めば、友好協定に書かれている「アニメをはじめとした文化芸術交流」

が、具体的な産業・観光・人材交流へと発展していくのではないでしょうか。「世

界とアニメをつくる街・中野」へ、そして「中野と台北をつなぐ、一つの物語」を

中野から生み出していくことを強く願い、この項の質問を終わります。 

 

３．転入した表現者を応援する「はじまりの街・中野」について 

 

先の区長選挙で酒井直人区長が 3 期目の当選を果たし、中野区は引き続き「子育て

先進区」の実現を中心軸に、子どもたちが安心して育ち、保護者が安心して子育て

できる環境づくりを進めています。ランク外からスタートして現在は上位にランク

インするまでになったことも含め、この政策や戦略は間違っていなかったと実感し

ております。 

 

ですので、そろそろ「子育て」だけじゃないところも戦略的に底上げし、全体的に

豊かにしていかなければなりません。高齢者や障碍者福祉、経済対策や飲食店支援、

文化芸術振興などがそれに当たります。その中からひとつ、中野区には、子育て政

策と同じくらい大切にすべき別の「人づくり」の財産があると考えています。それ

は、夢を追って地方から上京してくる若者たちを受け入れ、育て、そして全国へ羽

ばたかせてきた「はじまりの街」としての歴史です。昔から、芸人、俳優、落語家、

ミュージシャン、漫画家、写真家、ダンサーなど、多くの「表現者」が集まってき

ました。特にお笑いの世界では、今でも若手に「まずは中野に住め」と勧めること

があると聞きます。 
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カンニング竹山さんは、上京後一時的に西荻窪に住んだものの、すぐに中野区へ移

り、約 20 年間、中野区内で引っ越しをしながら下積み時代を過ごし、芸を磨いた

そうです。元お笑いの方、我が会派の酒井たくや前議長も、1999 年に上京して初

めて住んだのは中野区野方 1丁目だったそうです。 

 

また、狩野英孝さんは上京して東中野駅近くに住み、アルバイトをしながら芸を磨

き、現在では人気芸人となりました。スギちゃんも南キャン山ちゃんも、事故物件

に住んでいたというカズレーザーさんも、竹山さんや狩野さんにとっても中野は

「売れた街」ではなく、「はじめた街」「はじまった街」だったのです。また 1995

年ごろから、たけし軍団が中野新橋あたりに多く住み始めたそうです。一昨日亡く

なられたグレート義太夫さんのご冥福をお祈りいたします。 

 

中野区立「なかの芸能小劇場」は、1995 年 2月、「地域における芸能の振興および

文化の向上」をコンセプトに開館しました。その「げいしょう」や「TWL」といっ

た小さな劇場・ライブスペースは、売れっ子芸人の下積み時代を語る際にもたびた

び登場します。「げいしょう」で 20 年も続いているお笑いライブ「TEPPEN」は、

今でも若手芸人の登竜門となっています。 

 

中野は単身世帯に優しい家賃、都心へのアクセス、そして表現を磨く仲間や場所。

そうした環境が自然と表現者を中野へ引き寄せてきたのかもしれません。 

 

例えば、沖縄返還前の 1970 年に中野区が作った「沖縄郷土の家」は、集団就職な

どで上京した沖縄の若者たちが、心の拠り所や相談場所を持てるように、中野区青

少年課によって開設されました。今の中野駅周辺の沖縄文化は、この施設によって

はじまり、形成され、醸成され、沖縄料理店の集積やチャランケ祭、チャンプルー

フェスタやエイサー祭りなどにつながっています。行政が現在、その文化形成に深

く関わっているわけではないと思いますが、行政がきっかけを与えたことで、この
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ような文化がうまれることもあります。 

 

そして、中野区に来た「たまご」の人たちすべての人が成功するわけではありませ

ん。元お笑い芸人の新中野・つけ麺「澤神」や野方の油そば「六伍郎」の店主のよ

うに、中野で新たな夢ややりがいを見つけ、今もこの街で頑張っている人もいます。 

 

私は、この「はじまりの街」という価値は、偶然生まれたものであったとしても、

中野区だけが持つ大きなブランドであり、未来へ引き継ぐべき文化的資産だと考え

ています。そして、これまで行政が十分に関わってこなかったことは、非常にもっ

たいないことだと思います。 

 

先日、野方では「お笑い総選挙」が開催されました。優勝した兄妹コンビ・旧姓田

中のお二人、おめでとうございます！お笑い芸人のたまごたちが街を PR しながら

活動し、まさに「お笑いの街・野方」らしく、街と芸人の双方にメリットが生まれ

る取り組みです。一方、中野区もサンプラザ前でパフォーマーを募集し、活動の場

を提供していますが、現状では、パフォーマーと街の双方にとって、まだ十分な相

乗効果を生み出せていないように感じます。 

 

そこで、「東京で最初に選ばれる行政」として、中野を選んで上京する「表現者の

たまご」を支援しながら、同時に中野区が抱えるさまざまな課題の解決にもつなげ

ていく、という視点から、以下質問いたします。 

 

我が会派ではここ数週間で多くの区内団体様から課題などをヒアリングをさせて頂

きましたが、中小企業、福祉、保育、清掃、飲食など、さまざまな分野で「働き手

不足」「人材不足」が深刻な課題となっているとのことでした。 

 

であれば、上京したばかりで働きたい表現者と、中野で働き手を必要としている企

業や店舗、この二つを結びつけることで、表現者支援であると同時に、産業振興、
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雇用対策にもなるのでは、と考えます。 

 

そこで、「中野区・表現者のたまごデータベース」を構築し、かつて行政が運営し

ていた「グッジョブ中野」とはまた違った、そこに登録した表現者と区内事業者を

つなぐ「表現者のたまご・ワークシステム」の構築ができないかを考えます。 

 

例えば、「＃当日のシフト相談可」「＃オーディション優先」「＃まかないあり」「＃

店内に出演告知を掲示可能」といった、一般の求人サイトでは見えにくい「表現者

にとって働きやすい条件」を可視化します。さらに、区や商店街が「表現者ウェル

カム店」として認定し、ステッカーなどを掲示できるようにします。店舗には「夢

を応援する店」というブランド価値が生まれ、表現者にとっては働きながら夢を追

える環境になります。また、表現者同士がシフトを融通し合うワークシェアや、民

間のスポットワークサービスとの連携も考えられます。 

 

重要なのは、飲食店などを単なる「アルバイト先」ではなく、その人の「最初のフ

ァン」に変えていくことです。まさに「野方・お笑い総選挙」のように、店頭にラ

イブや舞台のチラシを掲示し店主や常連客が応援、その地域の人たちもその人を応

援する。そのまま地域と連携したり、将来引っ越してしまっても、その人が成功し

たとき、「あの店には下積み時代にお世話になった」と中野に戻ってくる。これは

単なる雇用対策ではなく、人と人とのつながりを生み出す地域経済政策です。 

 

そこで伺います。「中野区・表現者のたまごデータベース」を構築し、商店街、産

業団体、民間事業者と連携して、表現者の柔軟な就労ニーズと区内事業者の人手不

足をつなぐ「表現者のたまご・ワークシステム」を民間企業協力のもとで構築し、

運営すべきと考えますがいかがでしょうか。また、これをシティプロモーションと

連動させ、「表現者が最初に働く街・中野」として情報発信などしてはいかがでし

ょうか。伺います。 
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【区の回答】➡区内事業者の人材確保は重要な課題であり､雇用･就労支援は表現者

に限定せず､幅広く取り組むべきものと考えている｡このため､表現者に特化した仕

組みを構築する考えはないが､コミュニティアプリを活用したマッチングの仕組み

を検討してシティプロモーションでは､中野の文化的な魅力や､多様な人材が活躍す

るまちの姿について､効果的な情報発言に努めていく｡ 

 

次に、空き家対策に関連して提案させて頂きたいのが、若手表現者のための「コミ

ュニティ型住宅」です。イメージは、かつて漫画家のたまごだった大御所たちが集

まっていたご存じ「トキワ荘」です。若手芸人、役者、漫画家、音楽家、クリエイ

ターなどが比較的安価に住み、「住まい」と「仲間」と「活動場所」を一体として

得られる仕組みです。 

 

空き家ではないですが高齢者が一人で住んでいるような大きな家などを含め、区が

所有者と民間事業者をつなぎ、一定期間、若手クリエイターが活用できる住宅とし

て選定や空き家再生をします。さらに地域住民との交流や地域イベントへの出演な

どを組み合わせれば、地域コミュニティの活性化を同時に進めることができます。

中野区の空き家対策などにおいて、若手表現者やクリエイターの活動拠点となるコ

ミュニティ型住宅を、民間と連携して創出することについて、区の考えを伺います。 

 

【区の回答】➡若手の表現者やクリエイターの活動拠点として空き家等を活用する

ことは､地域の魅力向上やコミュニティの活性化の観点から､意義のある取組と認識

している｡今後､文化芸術活動に空き家等を活用している事例を踏まえ､地域との交

流を含め､区内での実現可能性を研究していく｡ 

 

「表現者を育てる」という政策は、若者だけを対象にする必要はありません。中野

区には、豊かな人生経験を持つシニア世代が数多く暮らしています。 

 

例えば「表現者のたまごデータベース」にシルバー枠を設け、60歳以上の区民が演
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じる側として舞台に立つ機会をつくります。講師には「表現者のたまご」にも参加

していただきます。これは単なる趣味の講座ではなく、高齢者の生きがい、健康長

寿、孤立防止、そして若手表現者の仕事づくりにもつながります。若手とシニアが

同じ舞台に立てば、中野ならではの新しい文化が生まれる可能性もあります。 

 

そこで伺います。高齢者を単に「支えられる側」と捉えるのではなく、「地域の文

化や課題解決の担い手」と位置付け、シニア劇団や落語・演芸などの表現活動を支

援してはいかがでしょうか。また、防犯啓発、区の PR、商店街イベントなどに、

シニア世代の表現力や人生経験を活用する仕組みを検討してはいかがでしょうか。 

 

【区の回答】➡豊かな経験や知識を持つシニア世代の表現活動は､生きがいづくり

や世代間交流､地域の活性化につながるものであると認識しており､区としても活動

機会の充実に取り組んでいる｡まずは､そうした活動を行っている団体等を把握し､

防犯啓発や地域イベント､まちの魅力発信などにおいて､シニア世代が表現力や経験

を生かせる機会の創出に努めていく｡ 

 

転入してきた表現者が「表現者のたまごデータベース」に登録し、区内のイベント、

商店街、文化施設などで活動する機会が得られ、「まず中野に住めば、芸を磨ける

舞台がある」という環境をつくるのです。中野駅周辺エリアプラットフォームとも

連携し、一定のルールと認定のもとで選ばれた新人パフォーマーが、公共空地や広

場など、あらかじめ指定された「中野区公認ストリート・ステージ」でパフォーマ

ンスできる制度を設けてはいかがでしょうか。 

 

【区の回答】➡ストリートパフォーマンスは､まちに賑わいや活気を生み出し､中野

らしい魅力を育む取組の一つであると認識している｡公認ストリート・ステージの

実施には､公共空間の活用や安全面への配慮､運営主体のあり方などについて､関係

団体との連携が重要であると考えている｡今後､中野駅周辺エリアプラットフォーム

などの意見を踏まえ､実現可能性を検討していく｡ 
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その舞台には宝仙寺や宗清寺など、年間を通じてさまざまなイベントが行われてい

る寺院の境内や本堂なども含めて検討してよいと思っています。制度は区がつくり、

運営は当初、中野駅周辺エリアプラットフォームなどと連携する形が考えられます。 

 

そして最も重要なのが、「売れた後」あるいは「夢が変わった後」です。将来的に

は、観光やシティプロモーション、ふるさと納税の返礼品制作や PR などにも協力

していただき、その成果を次世代の表現者支援につなげる。つまり、「中野で始め

る」「中野で育つ」「中野から羽ばたく」「成功したら中野に恩返しする」「次の若者

を応援する」という循環をつくるのです。 

 

また、夢を追う中で「別の道を見つけた」「ほかの仕事にやりがいを感じた」とい

う人には、「元表現者のたまご」として、その経験を生かしながら、引き続き中野

で暮らし、地域を支えてもらうという発想もあってよいのではとも思います。 

 

一方、夢を追う人には、華やかさの裏側に生活上の不安や孤独があります。個人事

業主やフリーランスとして活動する表現者は、確定申告、契約、仕事上のトラブル

などを自ら抱えています。そこで、データベース登録者が、区の既存相談窓口や行

政書士会、税理士会などと連携し、税務、契約、仕事上のトラブルなどについて相

談できる情報提供・相談体制を整えてはいかがでしょうか。 

 

【区の回答】➡表現活動を続ける中で生じる税務や契約､仕事上のトラブルについ

て､相談先の情報を得られることは重要であると認識している｡区では､税務相談な

ど複数の専門相談を実施しており､相談内容に応じて関係機関を案内している｡今後

も､行政書士会や税理士会などの関係機関と連携者を含む区民が適切な相談先につ

ながるよう努めていく｡ 

 

これは「夢を追う」という理由で社会から孤立させないための仕組みです。子育て
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先進区として、孤立する子育て家庭を支えてきた中野区だからこそ、次は「夢を追

う若者の孤立」にも目を向けていただきたいと思います。 

 

中野区が一体的な「表現者支援」の仕組みを構築し、それを PR することは、必ず

や全国でも話題になるはずです。 

 

「子育て先進区」から、さらに一歩進んで、「人を育てる先進区」へ。そして、街

づくりがどんどん進むにつれて地価や住宅価格がどんどん上がっていく中でも、今

まで以上に「表現者のたまごが最初に選ぶ街・中野」へ発展させたいところです。

ワンルーム条例なども弊害となりそうではありますが、ドラクエの、まだ強くなっ

ていない勇者のたまごたちが冒険をはじめるような、中野が持つ「はじまりの街」

という唯一無二の価値を、行政の力でさらに磨き上げ、次の世代へ引き継いでいく

ことについて区のお考えを伺い、すべての質問を終わります。 

 

【区の回答】➡中野の最大の財産である｢人｣には､文化芸術や創造的な活動を担う

若者も含まれており､その成長を支える環境づくりは重要であると認識している｡今

後も､文化芸術活動への支援や交流機会の充実を通じて､多様な人が育ち活躍する

｢つながる･はじまる･なかの｣としての価値を高め､シティプロモーションに生かし

ながら､次の世代へ引き継いでいく。 


